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1. 2022年2月期第2四半期の連結業績（2021年3月1日～2021年8月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年2月期第2四半期 2,365 △0.9 162 28.9 259 61.4 180 64.4

2021年2月期第2四半期 2,387 △6.1 126 △17.5 160 5.1 109 6.5

（注）包括利益 2022年2月期第2四半期　　180百万円 （64.7％） 2021年2月期第2四半期　　109百万円 （6.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年2月期第2四半期 96.29 94.90

2021年2月期第2四半期 55.40 54.87

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年2月期第2四半期 4,364 2,859 65.5

2021年2月期 4,526 2,929 64.7

（参考）自己資本 2022年2月期第2四半期 2,859百万円 2021年2月期 2,929百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年2月期 ― 0.00 ― 42.00 42.00

2022年2月期 ― 0.00

2022年2月期（予想） ― 42.00 42.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 2月期の連結業績予想（2021年 3月 1日～2022年 2月28日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,090 5.4 316 8.1 409 26.6 276 43.5 148.48

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年2月期2Q 2,020,300 株 2021年2月期 2,002,300 株

② 期末自己株式数 2022年2月期2Q 168,125 株 2021年2月期 30,685 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年2月期2Q 1,872,300 株 2021年2月期2Q 1,979,445 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の予想に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づき当社グループにおいて判断したものであり、その達成を当社
として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における国内経済は、段階的な経済活動の再開に伴う景気回復の傾向が見られるもの

の、新型コロナウイルス感染症の影響等により、先行き不透明な状況が依然として続いております。

　当社グループが属する広告業界におきましても、経済産業省による特定サービス産業動態統計調査（広告業）に

おいて広告業全体の売上高が前年同期を上回る推移となっており、事業環境は回復の兆しが見られますが、依然と

して厳しい状況が続いております。

　このような中にあって、当社グループではリモート勤務等の感染拡大防止に努めながら、積極的な事業活動を行

ってまいりました。放送・通信業界、住まい・暮らし業界、医療・健康業界を戦略マーケットとし、強固な顧客基

盤をベースとした専門性の高い広告戦略やマーケティングメソッド、ソリューションの開発・提供を行ってまいり

ました。

　全国のCATV局向けには、加入者に対してケーブルテレビ番組情報誌「月刊チャンネルガイド」の編集・制作を中

心としたプロモーション施策を展開し、底堅い事業運営を進めました。大手住宅メーカー向けには、新型コロナウ

イルスの影響を受けて顧客とのコミュニケーションのオンライン化を進めるクライアントニーズを捉え、映像制作

やオンラインイベントの開催、カタログ制作等の各種営業支援施策の提供を行いました。また、大手外食チェーン

向けには、広告・マーケティング戦略の立案から実行までをワンストップで支援し、引き続き主力顧客の維持・強

化を図りました。

　また、営業外収益として投資事業組合運用益を97,008千円計上しました。

　これらの結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高2,365,240千円（前年同期比

0.9％減）、営業利益162,729千円（同28.9％増）、経常利益259,690千円（同61.4％増）、親会社株主に帰属する

四半期純利益180,279千円（同64.4％増）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

①広告宣伝事業

　当事業においては、全国のCATV局向けに加入者に対してケーブルテレビ番組情報誌「月刊チャンネルガイド」の

編集・制作を行う他、自社メディアとしてホームセンターやドラッグストア向けのフリーペーパーの発行や、様々

なクライアント企業に対し広告戦略のプランニング、各種販促サービス、デジタルマーケティング等のソリューシ

ョンを提供しております。

　当第２四半期連結累計期間では、全国のCATV局に向けたケーブルテレビ番組情報誌「月刊チャンネルガイド」が

堅調に推移した他、強固な顧客基盤を軸に、住まい・暮らし業界においては、コロナ禍にあって住宅の販売手法が

大きく変化していく中で、クライアントのニーズに応え、デジタル化や動画制作などを含む様々な営業活動支援施

策の受注を重ねることができました。その他業界につきましては、既存顧客の深耕と新規顧客の開拓が寄与しまし

た。業界別の売上高の動向としましては、放送・通信業界が1,098,112千円（前年同期比5.9％減）、住まい・暮ら

し業界が683,812千円（同0.6％増）、医療・健康業界が123,815千円（同19.3％減）、その他業界が386,375千円

（同23.4％増）となりました。

　以上の結果、当事業の売上高は2,292,116千円（前年同期比0.9％減）、セグメント利益は154,772千円（同

28.7％増）となりました。

②その他

　その他においては、当社の子会社の株式会社日宣印刷において当社グループの広告宣伝事業の印刷物の他、関西

地域の企業に対して商業印刷を行っております。コロナウイルスの影響等により、当事業の売上高は73,124千円

（前年同期比0.6％減）、セグメント利益は5,796千円（同49.0％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産)

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末より162,298千円減少し、4,364,222千円とな

りました。これは主に、投資有価証券が92,376千円、製品及び仕掛品が39,574千円増加した一方で、受取手形及び

売掛金が73,359千円、自己株式の取得等により現金及び預金が189,410千円、それぞれ減少したこと等によるもの

です。
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(負債)

　当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末より92,493千円減少し、1,504,837千円となり

ました。これは主に繰延税金負債が26,658千円増加した一方で、買掛金が29,310千円、未払法人税等が25,583千

円、賞与の支払等によりその他の流動負債が46,426千円、それぞれ減少したこと等によるものです。

(純資産)

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末より69,805千円減少し、2,859,385千円とな

りました。これは主に利益剰余金の配当を82,807千円行い、また、自己株式を186,150千円取得した一方で、親会

社株主に帰属する四半期純利益を180,279千円計上したこと等によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年２月期の業績予想については、2021年７月15日に公表いたしました予想から変更ありません。業績予想

は、現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の様々な要因により予測数値と異なる

場合があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2021年２月28日）

当第２四半期連結会計期間
（2021年８月31日）

資産の部
流動資産

現金及び預金 1,685,248 1,495,837
受取手形及び売掛金 565,771 492,412
製品及び仕掛品 47,811 87,385
原材料及び貯蔵品 7,585 6,462
その他 28,302 14,376
貸倒引当金 △1,597 △1,292

流動資産合計 2,333,122 2,095,182

固定資産

有形固定資産
建物及び構築物（純額） 798,902 784,326
機械装置及び運搬具（純額） 6,192 5,573
土地 937,212 937,212
その他（純額） 10,474 12,012

有形固定資産合計 1,752,781 1,739,124

無形固定資産

その他 22,029 18,933

無形固定資産合計 22,029 18,933

投資その他の資産

投資有価証券 344,713 437,089
繰延税金資産 3,465 3,458
その他 70,818 70,844
貸倒引当金 △410 △410

投資その他の資産合計 418,587 510,982

固定資産合計 2,193,398 2,269,040

資産合計 4,526,521 4,364,222

負債の部

流動負債
買掛金 374,336 345,026
1年内返済予定の長期借入金 59,400 59,400
未払法人税等 85,861 60,277
その他 249,357 202,930

流動負債合計 768,955 667,634

固定負債

長期借入金 471,850 442,150
預り保証金 11,671 11,671
退職給付に係る負債 76,018 87,887
繰延税金負債 85,044 111,702
長期未払金 183,790 183,790

固定負債合計 828,375 837,202

負債合計 1,597,330 1,504,837

純資産の部

株主資本
資本金 333,778 341,104
資本剰余金 289,778 297,104
利益剰余金 2,346,695 2,432,234
自己株式 △41,250 △211,587

株主資本合計 2,929,001 2,858,855

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 189 529

その他の包括利益累計額合計 189 529

純資産合計 2,929,190 2,859,385

負債純資産合計 4,526,521 4,364,222

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

売上高 2,387,090 2,365,240

売上原価 1,822,232 1,788,407

売上総利益 564,858 576,832

販売費及び一般管理費 438,597 414,103

営業利益 126,260 162,729

営業外収益

受取利息 6 6

受取配当金 3,000 3,000

受取賃貸料 8,360 6,294

投資事業組合運用益 － 97,008

保険解約返戻金 28,446 －

その他 3,403 1,076

営業外収益合計 43,217 107,385

営業外費用

支払利息 2,969 2,243

賃貸費用 4,122 3,055

投資事業組合運用損 1,445 －

持分法による投資損失 － 5,122

その他 48 2

営業外費用合計 8,586 10,424

経常利益 160,891 259,690

税金等調整前四半期純利益 160,891 259,690

法人税、住民税及び事業税 57,859 52,897

法人税等調整額 △6,619 26,514

法人税等合計 51,239 79,411

四半期純利益 109,651 180,279

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 109,651 180,279

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

四半期純利益 109,651 180,279

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6 340

その他の包括利益合計 △6 340

四半期包括利益 109,645 180,619

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 109,645 180,619

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年３月１日
　至　2020年８月31日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年３月１日
　至　2021年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 160,891 259,690

減価償却費 24,890 24,380

のれん償却額 2,439 －

持分法による投資損益（△は益） － 5,122

貸倒引当金の増減額（△は減少） △220 △304

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 7,100 11,869

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △183,790 －

受取利息及び受取配当金 △3,006 △3,006

投資事業組合運用損益（△は益） 1,445 △97,008

支払利息 2,969 2,243

受取賃貸料 △2,086 △6,294

保険解約返戻金 △28,446 －

売上債権の増減額（△は増加） 167,101 100,485

たな卸資産の増減額（△は増加） 27,915 △38,436

仕入債務の増減額（△は減少） △4,053 △29,310

未払消費税等の増減額（△は減少） △15,437 △35,797

未払金の増減額（△は減少） 173,243 △36,154

その他 △40,659 12,564

小計 290,297 170,043

利息及び配当金の受取額 3,005 3,006

利息の支払額 △3,083 △2,323

法人税等の支払額 △50,751 △76,848

営業活動によるキャッシュ・フロー 239,467 93,878

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △22,500 －

投資不動産の賃貸による収入 2,086 6,294

有形固定資産の取得による支出 △3,429 △6,465

無形固定資産の取得による支出 － △1,160

差入保証金の差入による支出 △342 －

差入保証金の回収による収入 4,247 1,460

保険積立金の積立による支出 △2,190 △1,486

保険積立金の解約による収入 61,290 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 39,161 △1,358

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 100,000 －

長期借入金の返済による支出 △126,912 △29,700

株式の発行による収入 － 14,652

自己株式の取得による支出 △20,032 △186,150

配当金の支払額 △81,431 △80,732

財務活動によるキャッシュ・フロー △128,375 △281,930

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 150,254 △189,410

現金及び現金同等物の期首残高 1,291,769 1,665,005

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,442,023 1,475,594

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2021年４月13日開催の取締役会決議に基づき、自己株式150,000株の取得を行いました。また、当社は

譲渡制限株式報酬として2021年６月25日を期日とする自己株式の処分（12,560株）を行いました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間において自己株式が170,336千円増加し、当第２四半期連結会計期間末に

おける自己株式は211,587千円となっております。

（追加情報）

（会計上の見積りにおける一定の仮定）

　前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（会計上の見積りにおける一定の仮定）に記載した新型

コロナウイルス感染症の収束時期等を含む仮定について重要な変更はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）１
計

調整額
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額

（注）３広告宣伝事業

売上高

外部顧客への売上高 2,313,536 73,554 2,387,090 － 2,387,090

セグメント間の内部売上高

又は振替高
6,085 44,353 50,438 △50,438 －

計 2,319,621 117,907 2,437,529 △50,438 2,387,090

セグメント利益 120,212 3,888 124,100 2,160 126,260

（単位：千円）

報告セグメント
その他

（注）１
計

調整額
（注）２

四半期連結損益
計算書計上額

（注）３広告宣伝事業

売上高

外部顧客への売上高 2,292,116 73,124 2,365,240 － 2,365,240

セグメント間の内部売上高

又は振替高
5,385 47,523 52,908 △52,908 －

計 2,297,501 120,647 2,418,148 △52,908 2,365,240

セグメント利益 154,772 5,796 160,569 2,160 162,729

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年３月１日　至　2020年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注)１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、印刷事業活動を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年３月１日　至　2021年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注)１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、印刷事業活動を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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